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第２２６回研究科委員会・第３３１回教員会議 議事要録 

日 時：令和４年１月１２日（水） １４：１０～１６：２０ 

場 所：後援募金記念棟 会議室１－３ 

 

議 題 

◆研究科委員会◆ 

［審議事項］ 

１．教務委員会 

（１）令和４年度学修案内（理工学専攻博士後期課程）について        

資料１に基づき、修正部分（赤字）が説明され、承認された。なお、担当者については教務委員会 

と指導教員とで検討していくこと、シラバスのひな型を教務委員会で作成することが確認された。 

 

◆共生システム理工学専攻会議◆ 

［報告事項] 

1． 教務委員会 

（１）令和３年度博士前期課程最終試験日程について 

資料２に基づき、報告された。ただし、数理・情報システムの「３」については、２月１８日（金） 

（予備日）の 10：00-10：30 に変更になった、との説明があった。 

（２）令和３年度博士後期課程最終試験日程について 

資料３に基づき、報告された。１件目と２件目の発表で教室が異なるので注意いただきたい、との 

説明があった。 

（３）第５７回全学教務協議会について 

(審議事項) 

・シラバス記入要領の改正について 

資料４に基づき、今回のシラバス作成では、「(10) 授業外の学修、及び必要な学修時間」の記載 

において、学修時間だけでなく学修内容についても記載することとなったので、例を参考に作成い 

ただきたい、との説明があった。 

・成績評価に係る不服申立て（申合せ）の制定について 

資料５に基づき、不服申し立ては規定として定められていなかったため、申し合わせとして定める 

こととした、との報告があった。 

(報告事項) 

・学類・大学院開講科目「シラバス」登録について 

  後日シラバス登録の依頼がいくので、対応いただきたいとのアナウンスがあった。 

２．学生生活委員会 

（１）日本学生支援機構奨学金の大学院第一種奨学金返還免除について 

  募集をLive Campusに出すので、学生に周知いただきたい、とのアナウンスがあった。 

（２）３月卒業・修了学生の表彰の推薦について 

  学生表彰の推薦が Live Campus に掲示されているが、対象業績等について今回から「 (２) 優れた 

研究業績をあげた者」という項目が追加されたので、該当者がいればぜひ推薦いただきたい、との 

アナウンスがあった。 

 

◆教員会議◆ 

［審議事項］ 

１． 学類長 

 （１）評議員の選出について（選挙） 
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評議員の選出について学類長から規程や注意事項等について説明があった後、投票（２名に投票、 

１名へ投票も有効）が行われた。３４票と２０票で教授２名が次期評議員に選出された。 

２．教務委員会 

（１）令和３年度非常勤講師計画について  

資料６に基づき、No.25及びNo.26の日程や担当者が確定したとの説明があり、承認された。 

 

［報告事項］ 

１．教務委員会 

（１）令和４年度３年次編入合格者のコース希望届について 

資料７に基づき、高専からの合格者３名についてコース希望届が出されたことが報告され、各分野 

長へ確認された。グループアドバイザーについては、教務委員会から学生生活委員会へ依頼すると 

の説明があった。 

２．国際交流センター運営会議 

（１）２０２２年度大使館推薦による国費外国人留学生（研究留学生）の受入れについて 

回収資料に基づき、ブラジルからの留学生の受け入れについて報告された。 

３．学生生活委員会 

（１）３月卒業・修了学生の表彰の推薦について 

 → 専攻会議 

４．奨学寄附金の受入について 

 奨学寄附金１件が報告された。 

 ５．その他 

 １．学類長 

（１）残予算の使い道について 

今年度の残予算の使い道については、カードキーシステムの（ＩＣカードへの）更新や施設設備 

で必要なもの、BYOD対応で教員用のＰＣ等を考えており、財務・施設委員会で検討・報告してい 

ただく、との説明があった。 

（２）分析機器の学内外での共用の調査について 

 分析機器共用可否の取りまとめの調査依頼が再度来ており、資料を学類掲示板へ掲載するので、 

もう一度１月３１日締め切りで回答いただき、結果を財務・施設委員会で取りまとめていただき 

たい、との依頼があった。 

 

◆教育研究評議会◆ 

○第３７３回（１２月２１日開催）報告 

【審議事項】 

（１）ICLプロジェクトにおける単位互換に関する協定締結について【資料５】（意見聴取） 

 文部科学省「大学の国際化促進フォーラム」におけるプロジェクト「国際共修ネットワークによる大

学教育の内なる国際化の加速と世界展開」（ICL プロジェクト）による授業交流を促進することを目

的として、ICLプロジェクトに参画する国内連携大学と単位互換に関する協定を締結することについ

て提案があった。各学類教員会議での審議を経て教育研究評議会で戻り報告を行うこととなったの

で、意見があれば学類長までお寄せいただくこととした。 

（２）大学院の改革について【資料６】 

① 食農科学研究科設置に向けた文部科学省への「第５回事務相談」結果について 

食農科学研究科設置に向けた文部科学省への「第５回事務相談（１２月２１日実施）」結果の概要に

ついて報告があった。 

② 大学院再編に係る文部科学省への「第６回事務相談」について 

資料６－１～６－５に基づき、大学院再編に係る文部科学省への「第６回事務相談」について、１月
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の実施に向けて再調整すること、次回事務相談に向けた対応及び資料作成を依頼することについて説

明があった。 

また、「第６回事務相談」は全学的に対応することについての確認があった。 

③ 連絡調整会議における教育プログラムの検討状況について 

資料６－６に基づき、連絡調整会議における教育プログラムの検討状況について報告があり、各研究

科設置準備室へ申請書類の更新等について依頼があった。 

④ 大学定員未充足対策ＷＧの最終報告について 

資料６－７及び６－８に基づき、大学院定員未充足対策ＷＧによる「入学定員原案の検証結果」及び

「定員未充足に向けた総合的対策（最終報告）」について報告があった。また、本報告を踏まえ、各

研究科設置準備室へ精度を向上させた「入学定員原案」の再提出の依頼があった。 

【報告事項】 

（１）福島大学における教育研究費の不正防止対策に関する基本方針について【資料１】 

 資料１に基づき、文部科学省が定める「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン

（実施基準）」の改正を踏まえ、教育研究費不正防止計画推進室において再点検を行った教育研究費の 

 不正防止対策に関する基本方針、教育研究費の不正防止計画、新設された啓発活動等の実施内容等 

について報告があった。 

（２）教育研究費の使用に関するコンプライアンス教育等実施計画について【資料２】 

 資料２に基づき、（１）の内容に基づいたコンプライアンス教育等実施計画、コンプライアンス教育 

用テキスト及びコンプライアンス教育の理解度調査について報告があった。なお、理工学類では１月

２６日の教員会議終了後に実施するので受講いただきたい、とのアナウンスがあった。 

（３）労使協定の再締結について【資料３】 

 資料３に基づき、第５８１回役員会（１２月１３日開催）で審議・承認された福島大学附属中学校事 

業場の「時間外労働・休日労働に関する協定書」（３６協定）について、附属中学校過半数代表者か 

らの労使協定締結可の回答を受け、第５８２回役員会（１２月２０日開催）で再締結が決定されたと 

の報告があった。 

（４）総合情報処理センターの名称等の変更について【資料４】 

資料４に基づき、第５８１回役員会（１２月１３日開催）で審議・承認された総合情報処理センター 

の組織体制の見直し及び名称の変更等について報告があった。なお、総合情報処理センターの名称変 

更に伴うメールアドレス等のドメイン名「ipc」については変更がないとの説明があった。 

 

○第３７４回（１月１１日開催）報告 

【審議事項】 

（１）大学院の改革について【資料５】（意見聴取） 

① 教育プログラムについて 

資料５－１に基づき、教育プログラム連絡調整会議で確認された履修モデル表及びイノベーション 

人材育成プログラムに係る基本形について提案があった。 

また、資料５－２に基づき、各専攻から提出された「授業科目の概要」の進捗状況について報告が 

あった。 

② 入学定員の見直しについて 

資料５－３に基づき、各研究科設置準備室より提出のあった入学定員原案、大学院定員未充足対策 

ＷＧより報告のあった入学定員原案に係る検証結果（意見）、及び入学定員の減に伴う経営への影 

響等を考慮した、役員会の入学定員案について提案があった。 

また、定員管理の観点は法人評価や認証評価、財務省の観点によって単位が異なることについて説 

明があった。 

③ 文部科学省への第６回事務相談（全体／教職大学院）について 

資料５－４に基づき、文部科学省への第６回事務相談（全体／教職大学院）について、１月１７日 
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（月）に実施する旨報告があり、前回の事務相談後に文部科学省から連絡のあった質問事項につい 

ては、作成した回答を事前に関係各所へ確認の上、文部科学省へ提出することについて説明があっ 

た。意見があれば学類長までお寄せいただくこととした。 

【報告事項】 

（１）教育推進機構 教員人事について【資料１】 

資料１に基づき、令和４年４月１日付けで高等教育企画室ＰＢＬ（問題基盤学習）部門専任教員及び

キャリアセンターキャリアコーディネーター（特任准教授）を採用することについて報告があり、教

員審査委員会における選考内容について説明があった。 

（２）令和４年度予算（案）の伝達等について【資料２】 

 資料２に基づき、令和４年度政府予算案の閣議決定（令和３年１２月２４日）を受けて、令和３年１

２月２７日に文部科学省から伝達のあった、令和４年度国立大学法人運営費交付金等予定額及び本学

判明分、並びに国立大学法人等施設整備実施計画予定事業の概要について報告があった。 

（３）大学機関別認証評価訪問調査後の確認事項への回答について【資料３】 

 資料３に基づき、大学機関別認証評価訪問調査（１１月２６日実施）において指摘された確認事項に

ついて、１２月２７日に回答した旨報告があり、確認事項及び回答の概要について説明があった。 

（４）第４期中期目標（原案）・中期計画（案）（令和４年１月策定項目）について【資料４】 

 資料４に基づき、文部科学省への令和３年９月末提出時からの修正箇所を反映し、中期計画の「その

他記載事項」のうち令和３年９月提出の項目を除いた項目を追記した、第４期中期目標（原案）・中

期計画（案）について報告があった。 

（５）次期理事・副学長候補者について【資料６】 

 資料６に基づき、次期（令和４年４月１日から令和６年３月３１日）の理事・副学長等候補者及び学

外理事（非常勤）を決定したことについて報告があった。 

 

◆運営会議◆ 

○第１６９回（１２月１４日開催）報告 

（１）令和３年度内部監査基本計画について【資料１】 

 資料１に基づき、令和３年度内部監査基本計画の内容について報告があった。 

（２）第４期の福島大学の財務戦略（方向性）について【資料２】 

 本学の財政状況について、資料２に基づき、これまでの本学の収入と支出の状況、及び第４期の財務

戦略の方向性について説明があった。 

（４）大学院の改革について【資料４】 

① 入学定員原案に係る精度向上について 

  資料４－１に基づき、第３７２回教育研究評議会（１２月７日開催）において、各研究科設置準備

室から報告のあった入学定員原案に係る精度向上について改めて依頼があった。 

② 「授業科目の概要」の提出について 

  研究科設置準備室に作成を依頼している「授業科目の概要」の提出期限についてアナウンスがあっ

た。 

    （提出期限）１２月１５日（水）…教職大学院 

    （提出期限）１月６日（水）…教職大学院以外 

③ 次回事務相談に向けた対応について 

  資料４－２及び４－３に基づき、各研究科設置準備室より提出のあった「改組の必要性等」「改組 

のポイント」について報告があった。また、次回の文部科学省への事務相談として、食農科学研究 

科が１２月２１日（火）、全学研究科が１２月２７日（月）（調整中）を予定している旨説明があ 

った。教育プログラムの進捗状況については学際性重視型の科目群について、概要を含むシラバス 

が固まったため、第３７３回教育研究評議会（１２月２１日開催）で内容を確認いただきたいとの 

説明があった。 
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（５）その他 

① 電気・ガス・水道使用量について(11月分)【資料５】 

  資料５に基づき、金谷川キャンパスにおける、令和３年度１１月の電気・ガス・水道使用量等につ 

いて報告があった。現在の契約電力２，０００kWを超えると、電気料金が飛躍的に増大してしまう 

との指摘があり、今後も省エネに向けた取り組みをお願いしたいとの発言があった。 

 

 

 


